
 

 

 

 

 

 

場所や人物・行事等の写真や絵・地図など 

 

内容の説明・エピソード等 

ヤマモモの巨樹 

旧奥谷小学校跡地にあり、明治４３年に直木賞ゆかりの直木三十五が 

代用教員としてここの小学校に赴任し、このヤマモモの木に登り、大声 

でデカンショ節を歌ったと伝えられています。地上０．５ｍの幹周囲は 

４．３ｍで、樹高は約１５ｍもある巨樹です。昔から、奥谷の子どもた 

ちは、この前でラジオ体操をしていました。（現在も数名しています。） 

ふるさと 再発見！ 


